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２）発達障害のある人への就労支援における「ハー
ドスキル」と「ソフトスキル」
　発達障害のある人への就労支援を考えるうえ
で，梅永（2009）は様々な職業的課題を達成す
るために，必要な特定のスキル（分類，計算，測
定などの能力）を「職業スキル」，職業に関する
適応行動に関するスキル（自立して動く，修正さ
れることに応じる，持続等）を「職業行動」といい，
2 つは「ハードスキル」だとし，一方，「自立機能」
（身辺ｼ自立と自己調整能力等），「余暇スキル」（仕
事以外の時間を社会的に適切な活動で楽しめるか
どうか），「機能的コミュニケ―ション」（職場で
適応するために必要な最低限のコミュニケーショ
ン能力等）「対人行動」（ソーシャルスキル・対人
スキルなど）を合わせて，「ソフトスキル」とい
う。特に，発達障害のある人への就労支援として
重要なのは「ソフトスキル」であり生活全体を支
えることが就労での失敗を防ぎ，自己肯定感を維
持し，就労継続を支えると述べている。本人Ａに
おいてもこの指摘は重要であった。毎朝，職場に
定時に規則的に通勤することが日中の業務の安定
を促すが，3 日目に不本意ながら「遅刻」をして
しまったことでその日一日の業務に焦りが出て，
本来得意だったパソコンでの入力作業でミスを繰
り返した。企業Ａはこうした発達障害のある人の
特性を十分理解している職場であったため，担当
支援者が帰りがけに個別面接を行い，次に何が必
要かを話し合い，それ以上に自己肯定感を低下さ
せないためのフォローアップを行っていた。以下
は本人Ａが保護者に語った内容である。
　帰りのときに，○さんがたくさん話してくれ
た。これから遅刻をしなければいいと。それ
に社内便の仕事が丁寧だとほめてくれた。
データ入力が上手だとほめてくれた。
３）本人Ａがとった昼休み時間の過ごし方での「余
暇スキル」
　発達障害のある人は「ハードスキル」よりも「ソ
フトスキル」が苦手であると言われ，特に「余暇
スキル」，つまり自分の自由な時間を自分で判断
して過ごすことに戸惑うことがよく指摘される。
本人Ａにおいても事前に懸念していたのがこれで
あり，特に本人Ａは長い期間引きこもりを経験し
ていたため，昼休みをどう過ごすだろうかという
ことが心配であった。企業Ａには社員食堂があ
り，近隣にはレストランや喫茶店がある環境にあ
り，社員はそれぞれに自由に昼食をとり昼休み時
間を過ごす。本人Ａが混乱しないかと支援者も気
にかけていたが，何の混乱もなく 5 日間のイン
ターンが終わった。本人Ａにどうやって昼休みの
時間を過ごしたかを聞くと，
　近くの喫茶店でお昼を食べた。あとはやるこ
とがなかったから，お昼休みが終わるまで近
くの街の中を歩いていた。なにも目的はない
けど歩いていた。
ということで，昼休みが終わる時間になると，正
確に職場に戻ってきていたと支援者も述べてい
た。
　発達障害のある人の大きくは「ソフトスキル」
が苦手であり，本人Ａのこれまでの行動からも懸
念があったが，インターンを経験することによ
り，このように自分で自由な時間を調整できると
いう意外な面をみることができたのは，保護者に
とっても喜ばしい驚きであったと述べていた。
４）本人Ａにおけるインターン経験全体に対する
評価
　5 日間のインターンが終了した後に，本人Ａお
よび保護者と面談をして全体の評価と今後につい
て振り返りを行った。本人Ａは，
　インターンができてよかった。生まれた初め
て仕事を経験できた（アルバイト面接を 30
社受けたけれど落ちてアルバイト自体をやっ
たことがない）。会社の人たちは親切だった。
仕事を丁寧に教えてくれた。たくさんほめて
くれた。
と述べ，働くことの意欲を保護者に繰り返し語っ
ていたという。
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　また，保護者にとってのインターン評価はどう
であったかというと
　インターンをやらせてよかった。（母は自分
の仕事のために本人より先に出勤してしまう
ので）朝が一人で起きれるか心配だったが，
実際やってみると一人でちゃんと起きて出か
けていたことが嬉しい。本人に自信が出てき
ていることがわかる。インターンのあと，知
らないうちに，本人がひとりで判断してアル
バイトの面接を受けにいっていた。面接に受
かり，今はアルバイトに行っている。驚いた。
ということで，本人Ａは自分でアルバイト先を見
つけ，意欲的に継続しているという。
４．まとめ
　本研究は，人材派遣会社と障害者就労支援機
関，および障害者の企業就労機会のコンサルテー
ション会社との共同研究として行った実践を，本
人と保護者の視点から評価したものである。研究
全体としては，①発達障害の相談支援を行って
いる大学に対する聞き取り調査，②発達障害のあ
る大学生 30 人のインターン実施，③受け入れ企
業における発達障害のある人の適切な仕事の切り
出しとプログラミング検討から成る（堀江ら，
2013）。その中で，発達障害のある本人が経験し
たつまずきや達成感を抽出し，具体的な支援の方
法やあり方につなげることが目的であった。
　発達障害のある大学生にとって，働くという経
験や障害特性に合わせて合理的に配慮された職場
環境であれば，持っている能力はもちろん潜在的
なスキルも経験の中で発揮するものであることが
示された。特に，発達障害のある人は視覚的な情
報をより活用しやすく，パタン化したワークを経
験することによって学習が促進する。つまり，今
回，インターンを経験する中で，①面接試験での
対応方法のモデルを学習し，②失敗経験のあとの
対応と立ち直りの方法を経験し，③自分で時間を
調整する余暇スキルを発揮する経験を積んだ。こ
れをパタンとして学習し，アルバイトの面接とは
何をすることか，他者に質問されたらどう答える
か，同じパタンとしてアルバイト面接で行動する
ればいいことを本人Ａはよく理解していた。これ
により，初めての本格的な就労体験に結びつけた
のだろう。
　今後も大学，本人，企業，支援機関，保護者の
連携の中でこうした支援を増やし充実させること
が重要であろう。
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